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 要  旨 
◆研究の背景・目的 オノマトペとは擬音語・擬態語の総称である．田守（1993）および田守・
Schourup（1999）は，オノマトペは音と密接に関わりをもっている表現であり，その語を構成
する音声が何らかの象徴的な意味を示唆することがあるとしている．藤沢ら（2006）は 2モーラ
の擬音語群について擬音語を構成するそれぞれの音韻特性要素の有無が印象に与える影響を数値
化している．そして，この数値の線形和で擬音語の印象が決定されるという仮定に基づき，音韻
特性と印象評価値の関係をモデル化している．清水ら（2011）は，この藤沢ら（2006）のモデル
と数値を用いて，オノマトペ評価システムを作成している．また，オノマトペは医療現場でも盛
んに使用されている．苧阪（2001）は，オノマトペは，痛みの量（程度・強度）と質（部位・深
度）の両者を合わせて表現できるとしている．笠井（2009）は，痛みを訴える患者の問診を簡略
化できる診療支援ツールが必要であると訴えている．これらのことから，本研究では，清水ら
（2011）のオノマトペ評価システムを応用し，患者が用いたオノマトペ表現の特徴を分析し，そ
の情報を問診に効果的に利用する為の評価システムを開発した．  
◆方法 本研究では，診察において必要となる評価尺度を調査し，実験によって音韻特性と医療
用評価尺度の印象評価値の関係についてのデータを収集した．その後，清水ら（2011）のシステ
ムを参考にし，患者が自分の症状を表すオノマトペを入力すると，音韻特性と医療用尺度の印象
評価値の関係についてのデータを参照し，オノマトペによって表される症状を定量的に推定し出
力するシステムを作成した．  
◆結果 認知実験の結果を数量理論Ⅰ類によって分析し，印象予測モデルの各音韻要素のカテゴ
リデータを算出した．印象予測モデルの各音韻要素のカテゴリデータを基に，患者用・医者用の
2 つのシステムを作成した．システムの評価実験を行ったところ，システムは全体的にある程度
直感と合致している事がわかった．また，評価実験の被験者にヒアリング調査を行ったところ，
幾つかの指摘を受けたため，システムを改善した． 
◆結論 形態と音韻の両面から症状を定量的に推定し出力し，さらに，出力されたパラメータを
問診中に任意に変更できる機能と，治療中の経過を観察する為のデータ蓄積機能を搭載したシス
テムが完成した． 
 
